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 ジエンの反応性
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 論文審査の結果の要旨
 久新荘一郎提出の論文は英文で3章からなっている。第1章ではラジカル反応における新しい
 概念であるキャプトーデイティブ(captodative)効果について述べこの効果が有機ケイ素化
 合物に於て特に高い共役効果を有する化合物に於て実現できるかの問題提起を行っている。そし
 てトリメチルシリルメチル基とシアノ基を両方有する系が可能性ありとして検討された。実際,
 反応生成物や反応の相対速度の検討から,検討された化合物が,中程度のキャプトーデイティブ
 効果を示すことが解った。これは有機ケイ素化合物のみならず,有機金属化合物に於てキャプト
 ーデイティブ効果の存在を最初に示したもので,反応論的にまた合成化学的に意義は大きい。
 第2章ではケイ素,スズ,ゲルマニウムなど14騰の置換基を奮するジエンを多数合成し,
 Diels-Alder反応の帽対反応性を詳細に検討している。反応挫が,単純に最高被占軌道の準位
 によって規制されるのではなく,立体障害による平衡のずれが重要であると害う興味ある結論を
 響ている。
 第3章ではトリフルオロシリル基を有するアセチレン誘導体を合成し,数種のジエンとD撤s
 -Alder反応を行った。その結果,ビス(トリフルオロシリル)アセチレンは適当なジエノフィ
 ルであることが解った。
 取上久新荘一郎の研究は有機ケイ素化合物のラジカル反応の研究分野のみならず,広く有機化
 学に重要な寄与をしたと言うことができる。これは本人が自立して研究活動を行うに必要な,高
 度の研究能力と学識を有することを示している。よって久新荘一郎提出の論文は,理学博士の学
 位論文として合格と認める。
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